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なエラ ーの断面を分析するに留まっており ，L2 
習得に介入する様々な項目のダイナミックなプロ
セスは追求されなかった。また，研究の視点も，
両アプローチでは，研究者の一方的な視点で行な
われた。
他方，中間言語分析では，研究者と学習者の双
方向の視点を重視する。すなわち，中間言語分析
は，ある研究対象項目の動態を，中間言語発達の
全過程にわたる実験データにもとづいて追跡し
その原因を明らかにして，外国語教育の改善を目
指す病理学的アプローチである。 しかも， この研
究で得られる結果は具体的であり，一般的であ
る。したがって，この研究は，(i)教室でのエラー
の訂正，(ii)文法説明の提示， (ii)言語材料とカリ
キュラム編成，という三つのカテゴリーに関して
要領を得たものである。
筆者はそのモデルケ ースとして，本実験と 5回
の追試を合わせて約 2800名の日本人を対象に英
語冠詞に関する中間言語分析を行ない， 言語情報
処理理論と認知意味論の観点から，英語冠詞の選
択原理を図式化している。
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